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日                                                                                                                                                                                      月 
12:00～17:30 

火 
 

水 
12:00～17:30 

木 
休館日 

金 
12:00～17：30 

土 
※12：00～17:30 

   1 
メンバーミーティ
ング 
１4：0０～ 

15：00 
 
 

2 
 

 
休館日 

 

3 4  
※電話相談のみ 
 13 ： 30 ～

17：30 

5 6 
 
 
 
 
 
 
 

 

7 
※電話相談のみ 
 13 ： 30 ～

17：30 
 

8 
 

9 
 

 
休館日 

 

10 
 
 

11 土曜開所日 
音楽が流れる時
間 14 ： 00 ～       
14：30 
音楽紹介・鑑賞 

14：30～ 
15：00 

 

12 
 
 

１3 
 
 
 
 
 
 
 

１4 
予約相談日 
 ※要予約 
 12：00～ 
   17：30 
 
※電話相談 
 13：30～ 
   17：30 

１5 
メンバーミーティ
ング 
１4：0０～ 

15：00 
七夕飾り 
15：00～ 

16：00 
 
 

１6 
 

 
休館日 

 

１7 
～エンゲ―リング  
（園芸の輪）～  
こうじやファーム 
14：００～ 
 

 
 

１8 
※電話相談のみ 
 1 
3：30～17：30 
就労グループ 
ミーティング 
17：30～ 

19：00 
※登録制 

１9 20 
自主企画 
手話サークル 
１４：００～ 
生活福祉相談 
(常数さん) 
14：00～ 

16：00 
 
 

21 
※電話相談のみ 
 13 ： 30 ～

17：30 
 

22 
13：00 開所 
（会議のため） 
 
ウォーキング 
14：00～ 

15：00 
 

２3 
 

 
休館日 

 

24 
生活相談 
（松本さん） 
１8：3０～ 

19：00 
 
 
 
 

 

２5 土曜開所日 
音楽が流れる時
間 14：00～ 
   14：30 
演奏と手話のコラ
ボ 
14：30～ 

15：00 
 

２6 
 

２7 
 

２8 
※電話相談のみ 
 13 ： 30 ～

17：30 

２9 
 

30 
 
 

休館日 
 

  

6 月の二十四節季には「芒種」と「夏至」があります。「芒種」は稲や麦など穂の出る種をまく時期で、

蒸し暑さを感じ始めて雨空が増えていく頃です。夏至は一年で一番昼が長い日で、この日を過ぎると本

格的な夏が到来します。これからの梅雨の時期はジメジメとしますが、ここで雨を蓄えていくことで、

植物が元気に茂る夏を迎えます。センター入り口にあるみかんの木も実がたくさんなると嬉しいです

ね。 

 

6 月 1 日のメンバーミーティングではこうじやだよりのコラムの名前とお祭り T シャツについてお話

しをします。後半は 8 月 20 日に行う「ワッショイ！こうじやセンター祭り」についてお話しをする予

定です。 

メンバーミーティングに参加をして、色やイラストや文字など皆で意見を出し合いステキな T シャツ

を作りましょう！その T シャツを着て 2 年振りのお祭りを楽しみましょう♪ 

 

今まで職員の演奏やメンバーさんと一緒に演奏してきた「音楽が流れる時間」ですが、メンバーミ

ーティングで音楽をもっと楽しみたいという意見がありました。 

30 分職員による演奏会、30 分メンバーさんが自由に演奏したり好きな音楽を紹介する時間となり

ました。 

ぜひ皆さま参加をして、音楽をもっともっと楽しんでいきましょう。演奏したい方や紹介したい音

楽がある方の募集もしています。 

 

これからの「音楽が流れる時間」 

読者参加型のコラムの開始を記念して、5 月号に引き

続き、コラムのタイトルを募集しています。 

また、皆さんから新しくなったコラムの投稿も募集

しています。日々の生活のこと、好きなこと、皆さ

んに教えたいこと…お気軽に投稿してください！ 

 

6 月 15 日（水）15 時ころから七夕の飾り

つけをします。短冊の用意もしますので、

お願い事もぜひお書きください。 

 

絶賛募集中です 七夕の飾りつけをします 

 
※1 電話相談につきましては月・金 13：30～19：30、火・水・土 13：30～17：30。開所・閉所にかか

らわず行っております。 

※2 6月の土曜日開所日は 11日・２５日です。 

※3 「音楽が流れる時間」では、11 日の一部は演奏、二部は音楽紹介、鑑賞です。２２日の一部は演

奏、二部は演奏と手話のコラボです。 

※4 ２２日ウォーキングの予定ですが、雨天の場合は防災について考えたいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・6月の土曜日の開所日数 2回にする→ 6/11（土）と 6/25（土） 
・音楽の流れる時間に加えて、音楽を紹介する時間と手話サークルと合同合奏の練習を加える。 
①6/11（土） 14：00～音楽の流れる時間   

14：30～音楽を紹介する時間  雨の曲、夏に向けての曲を演奏、 
CDなどの持込、PCから流す。 

②6/25（土） 14：00～音楽の流れる時間 
           14：30～合奏の練習の時間 楽器の演奏と手話サークルと一緒にする。 

発表は動画撮影で行う。楽器演奏メンバーを募集中。 
・松田聖子ちゃんのコンサートを観る会（主催：田尻さん、調整等：廣野）を行いたい。 
 前編・後編各 1時間 7月の音楽の流れる時間後に予定する。6月中に再度告知する。 
・災害の勉強について 
 防災センターなどの施設に行く / 伝言ダイヤルの体験。 
 避難場所などを記載した自分専用の防災マップを作る→皆で考えながら作成は個別にします。 
大田区防災マップ：施設情報あるものを１階に張り出す。 
・コラムの名前募集 : 挙がった候補 『コランボー』 『こうじや横丁』 
→他の候補も、6/1（水）までに投書箱で募集する。その事をポスターでも告知する。 
・おまつりに向けて楽器演奏と手話歌の合奏、発表を目指す。 
・お祭りの名前は『ワッショイ！こうじやセンター祭り』に決定した。 
次回のメンバーミーティングは 6/1（水）14:00～ 
議題は 3つ：コラムの名前を決める、祭りの内容を詰める、Tシャツ製作について進める。 
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「エンゲーリング～園芸の輪～」報告 苗を植えました 

 先月４月は土づくり。うねを２本作り、苗植えに備えました。みなさんか 

ら夏野菜の希望を募り、その中からミニトマト、なす、ピーマンを選びまし 

た。５月２０日(金)、ご近所のキサカグリーンサービスさんで生きのいい苗 

を入手。２名の利用者さんが参加されて、苗植えをしました。昨年は食べ切 

れない程のミニトマトができました。今年は入念に土づくりをしたので、去年以上の収穫を期待 

したいところです。エンゲーリングの日にかかわらず、水やりなど随時行う予定です。お声を 

かけますので、一緒にやってみませんか。以下、参加された方からコメントをいただきました。 

「園芸、楽しかったです」 

「初めてナエを植えて、楽しかったです」（Ａ．Ｋ） 

生活保護についての学習会報告 
  ５月２３日（月）、生活保護についての学習会を開催しました。毎月、こうじや生活支
援センターの生活福祉相談にみえられている常数英昭さん(一般社団法人ソーシャルサ

ポートかまた代表理事)に講師をお願いしました。 
前半は生活保護にまつわる質問の時間。 
後半は憲法第２５条生存権（「すべての国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権

利を有する」)についての学びを深める時間としました。理解を深めるための材料として
NHKのドキュメンタリー（「その時歴史が動いた」平成１９年９月放送）を上映。岩手県
沢内村（さわうちむら）の乳幼児死亡率ゼロに取り組んだ、時の町長深沢晟雄（ふかざ
わまさお）を追った番組です。多い年は１０人に１人が亡くなっていたのですが、深沢
と村あげての取り組みで昭和３８年に死亡率ゼロを実現。地域医療の先駆けとなったと
いうエピソードです。沢内村は山深い豪雪地帯で、まず、病院へ通じる道の除雪からし

なければなりませんでした。また、今では当たり前の乳幼児の医療無料化も実施。これ
らの取り組みの根底には生存権保障の精神が流れています。 
憲法第２５条第２項には次のように定められています。「国は社会福祉、社会保障、公

衆衛生の向上及び増進に努めなければならない」。コロナ禍で貧困問題が浮き彫りになる
中、今一度、「生存権」について考えてみたいと思いました。 
参加された方からコメントをいただきました。 

・「生活保護の知識がなかったので、大変勉強になりました」 
・「まず、赤ちゃんの命を救うのに手をつけたことが除雪の 
ためのブルドーザー調達だったというのが、意外で驚きで 
した」 

・「生きているだけでいい、ではなく、『健康的で文化的な 
生活』が大切と感じました」 
 
※当日配布した資料があります。ご希望ありましたらお声 
かけください。 

 

 

 

 

アメリカ空軍、アパッチヘリ。 
このミサイル、イイネ!!今立正幸さん 
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今田かのんさん 


